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る。この教育の民営化政策には反対の声が強く，2007 年 11 月には暴力的な動乱に発展するほどに民衆を動
揺させた。

































第七章は，1969 年 5 月 13 日の「人種暴動」の影響を分析している。地方のマレー人学生に教育機会を提
供する積極的差別是正措置の実施と高等教育機関の拡大について検討されている。こうした施策は，新経済
政策（NEP） に組み込まれ，1969 年の暴動の後に推進され，1996 年まで効力をもっていた。その結果，高
等教育予算は増加し，教育機会の公平性も促されたが，マレーシア人の教育水準や社会的統一性は改善され
なかった。
第八章は，1996 年における民営化計画の導入によって積極的差別是正措置が廃止された帰結を分析して
いる。この民営化計画は，高等教育機関に充てられる国家予算の欠如から導かれたものである。ここでは，
高等教育における民営化の概念枠組みがマレーシアの事例分析に応用されている。
第九章は，いくつかの選択された私立の高等教育機関の調査をとりあげている。これらは，マレーシア政
府による高等教育の主要な提供者である。ここでは，上の機関が及ぼしたとみられるマレーシアの社会的統
－ 40 －
一性に対する否定的な影響を示している。
第十章は，公立大学に応用された民営化スキームを吟味する。ここでは，政府はその管理下に置き続ける
機関に対しても，民営化の論理を適用していることが明らかにされている。民営化とはあくまでも装いに過
ぎないのであり，高等教育機関に対する政府の監督を弱めることなく，その責任を政府から非政府主体へ移
譲することがそこで意図されている。
第十一章は，結論として，本論文の知見をまとめ，21 世紀のマレーシアにおける高等教育の歴史の帰結
を述べている。
審　査　の　結　果　の　要　旨
本研究は，植民地時代から現在に至るまでの期間を対象とし，一次資料を精査しつつ，マラヤとマレーシ
アにおける高等教育の歴史について首尾一貫した批判的な検討を行った最初の試みである。本論文は，イギ
リス国立公文書館，マレーシアの国立古文書館，国立図書館，マレーシア文部省の資料館，マレーシア大学
の資料館等の一次資料を吟味し，今日のマレーシアの高等教育制度についても新たにデータを収集し，それ
を活用している。
さらに本論文は，ハーバマス派の公共空間という概念を用い，マレーシアにおいて公共空間が生まれなかっ
た理由を探り出すことに成功している。この分析により，同分野における既存の研究が踏み込めなかった
側面が明らかになり，公共空間に関する一般理論の補強という貢献がなされた。また本論文は，公共空間の
形成の成否が単に国内の政治社会的な要因に帰すのではなく，ハーバマスが述べるように，ヨーロッパの植
民地支配を中心とする国際環境に求められることを明らかにしている。基本的に西欧社会の分析概念であっ
た公共空間の概念を非西欧社会に適用しようとする試みであるが，そもそも非西欧社会において公共空間が
形成されなかったこと自体が西欧社会と非西欧社会との歴史的関係性に起因したものであることを示してい
る。
植民地統治の遺産は多くの途上国に今日も残されており，それゆえに，本論文の成果は単なる一事例研究
にとどまるものではない。本研究は，国際政治と国内政治の側面から教育の社会史を明らかにした先駆的な
研究として高く評価できる。
よって，著者は博士（国際政治経済学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
